陶行知教育思想の特質と現代中国への適用に関する研究 by 張 鵬
- 1 - 
博士学位論文審査要旨 
 






 審査員：主査 岩﨑正吾 早稲田大学教育・総合科学学術院特任教授 
          副査 藤井千春 早稲田大学教育・総合科学学術院教授  博士（教育学） 
          副査 小林敦子 早稲田大学教育・総合科学学術院教授 博士（教育学） 



































の陶行知『全集』である華中師範学院教育科学研究所編『陶行知全集』（第 1 巻～第 6

















  １．研究目的と研究方法 
  ２．先行研究と本論文の意義 
  ３．本論文の構成と課題 
  ４．用語説明 
 第 1 章 陶行知教育思想の形成過程 
  第１節 中華民国期の社会状況と教育の展開 
  第２節 陶行知教育思想の形成過程 
  第 1 章のまとめ 
  第２章  陶行知教育思想の特質と思想的基底 
  第１節 「教・学・做合一」の特質と思想的基底 
  第２節 「六大解放」の特質と思想的基底 
  第３節  「小先生」の特質と思想的基底 
  第４節 「創造性教育」の思想的基底  
第５節「教育即生活」から「生活即教育」へ 
       －デューイ教育思想の継承と発展的適用－ 
  第２章のまとめ 
 第３章  現代中国（1946～1981）における陶行知教育思想の評価―肯定と批判― 
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  第１節 現代中国における陶行知研究の開始 
  第２節 「武訓伝」と陶行知批判 
  第３節 陶行知の教育思想とマルクス 
  第３章のまとめ 
 第４章  現代中国における陶行知教育思想の再評価（1981～）  
―陶行知研究の全面的開花― 
  第１節 陶行知教育思想の再認識 
  第２節 「中陶会」の成立と陶行知研究の展開 
   第３節 改革開放期の現代中国における陶行知教育思想の再評価 
   第４章のまとめ 
 第５章  改革開放期の現代中国における陶行知教育思想の実践 
           ―農民工子女教育問題を事例として― 
   第１節 改革開放期の現代中国における農民工子女教育問題 
  第２節 北京市大興区行知学校における農民工子女教育 
  第３節 中国人民大学陶行知研究会による「支教」活動の実施 
  第５章のまとめ 
 終章 
   第 1 節 各章のまとめ 
   第２節 現代中国における陶行知教育思想の適用の理由 















































































































































 第４章では、中国共産党第 11 期３中全会の開催（1978 年）を契機として、陶行知の













































































いる｡当初、新中国（1950 年代から 1978 年まで）における陶行知評価は､「反右派闘争」
や「文化大革命」などの政治状況の中で､「ブルジョアジーの思想体系」に属するもので
あるとされ、マルクス主義の立場から批判された｡「帝国主義の教育思想家」としてのデ
ューイの弟子であったこともその理由の一つであった｡ これに対して、第 11 期３中全会
（1978 年）により確定された「改革開放」方針は、現代中国における「陶行知研究」の


















































































- 11 - 
                                 
